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環境を評価するとは？ 
その 1 
 

『環境を評価するとはどういう意味と思うか？』 

ポケットゼミナール「環境の評価」




評価は人によって異なる 
 

認識（意識）と評価（物語り） 
 

専門家と非専門家 
 



「環境意識」




あの人は環境意識が高い 

北欧の国は環境意識が高い 



　個人における個物属性の形成過程 

　　　　　　　A   →　B’（B） 
　B’は、属性としてAの意識の中で仮想的に創造され認識されたB、 

　 クオリアのことである。 
(茂木2003「意識とはなにか―「私」を生成する脳 」ちくま新書) 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  

認識（意識）とは何か 

　個人における個物属性の形成過程 

A 
B 
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環境意識




あの人は環境意識が高い 

北欧の国は環境意識が高い 

Aを人間、Bを環境と考えると、 
　　A1  →   B’  （B） 
　　A2  →   B’’ （B） 
　　A3   →   B’’’（B） 
　　　　　　　    ・ 
　　　　　　　    ・ 
　　　　　　　　 ・ 

環境意識とは、 

環境ᶏ対ᵻᶊᵹᶢᵺᶢᶎ関係性ᶋ取ᶮ結ᶔᶰᶃ個人

ᵰ形成ᵽᶯ認識


→Ჽ環境ᶏ対ᵽᶯ物語
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合意形成（理想的には） 

　　B’ ≒ B’’ ≒ B’’’ ・・・・・　であるが、 
「環境の物語」の違いを知った上で、合意形成の

テーブルに付くことから始まるように思われる。 

 

 

 

 

B
4
’

B’’’

合意形成：環境問題解決へのヒント 

B
6
’

B’’

B’

B
5
’

b


合意形成


合意ᵹᶰᶃ環境ᶜᶒ行動᳂態度


各自ᶒ環境意識ᶒ違ᵨᶶ認識ᵽᶯ

᳗表現形ᶌᵻᶊᶒ価値判断ᶋ観測ᵽᶯ᳘
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環境と人間社会の未来可能性 

　未来可能性のある環境を想像する。･･･物語る 

　　　　　　　　　 a　→　b’(b)

　　　　　    　  （未来可能性のある環境像） 

　　　　    (a) a’  ←    b

（未来に望まれる人間像）（実現した未来可能性のある環境）

 

＜他者との関係性で主体はその個を立ち上げる＞ 

ライフスタイルの変更 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　個人における個物属性の形成過程 
                                                     A   →　B’（B） 
　B’は、属性としてAの意識の中で仮想的に創造され認識されたBのこと
（クオリア）である（茂木2003 ） 。 
 
　ここで、Aを人間、Bを環境と考えると、 
　　　　　　　　　　　 　  A1   →   B’  （B） 
　　　　　　　　　  　　 　A2  →   B’’ （B） 
　　　　　　　　　   　　　A3    →   B’’’（B） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　   ・ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    ・ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    ・ 

　合意形成　　　　   　B’ ≒ B’’ ≒ B’’’ ・・・・・ 
 
　未来可能性のある環境について考えると、 

　　　　　　　　 a　→　b’（未来の望ましい環境像） 
　   （未来に望まれる人間像）a’  ←   b 

人と環境との関係性は、履
歴と身体の配置によりさま
ざまである。 

まとめ：意識、そして、環境意識 

人間の個物属性に関する意識形成過程の検討から、環境意
識とは、環境に対してさまざまな関係性で取り結ばれた個
人が形成する環境に対する評価であると位置づけられる。 



物語るという行為

᳢物語ᶪ᳣ᶇᶎᲾ 

ᵡᶪ出来事᳖物事᳗ᶇᵡᶪ出来事᳖物事᳗ 
ᶱ 

因果的ᶊ結ᶒᶃᵰᶅ説明ᵸᶪ行為ᶍᵲᶇᶆᵡᶪᲿ 

「物語の哲学」野家啓一(2005)より 

水が足らずバラが枯れた


仕事が忙しくて庭の手入れ
をする時間がなかった。 
かわいそうなことをした。


このところの気象条件からすると、 
毎日1リットルの水が必要だった。


科学的説明 
直線的因果関係


物語的説明 
曲線的因果関係


庭の水やりは、息子の役割
だった。もっと注意していれ
ばよかった。




自然科学研究者


人ᶗᶌᶌᶓ?Ჽ住民᳂国民᳂市民? 

物語と人称


一人称の物語＝日常会話


三人称の物語＝科学論文


自然科学：非人称的科学・・・三人称の科学�
　人間科学：人称的科学・・・二人称の科学�

「物語の哲学」野家啓一(2005)より 



具体物 

抽象物 抽象物 

環境質・要素  心象風景・故郷 

環
境
を
物
語
る 

（科学知見）客観 
直接ᶒᶨᶮᶌᶮᶓ難ᵻᵨ


空間の履歴 

分析・解析 
環
境
科
学 

身体の配置 
日
常
生
活 

環境教育 

三人称 
᳗非人称性᳘
 一人称


空間 

専門家
 非専門家


主観（環境意識） 

環境の物語り論




環境を評価するとは？ 
その 2 
 

『環境の評価＝環境の価値判断』 

ポケットゼミナール「環境の評価」




利用 
開発 
破壊 
無関心 
保全 
保護 

᳂ 
᳂


環境に対する態度を決定する際の基礎としての

環境の価値判断


“環境意識” 

ᵷᶒᶬᵪᶎ態度ᶒ違ᵨᶓ何ᶏ由来ᵽᶯ
ᶒᵯ? 

表現形の一つ


環境ᶜᶒ関ᶳᶮ方




環境を評価するとは 
↓ 
 

環境の価値を評価すること 
環境の価値判断　⇔　環境意識 

↓ 
人が環境に対する態度や行動を決定するために必要  



環境を評価するとは？ 
その 3 
 

『環境の価値』 

ポケットゼミナール「環境の評価」




「環境の価値」ってなに？ 

お金による価値評価 

価値がある、価値がない 



（1） 貨幣で定量的に測られる金銭的価値 

（2） 「価値がある・ない」、「稀少価値」 

　　　といった定性的な価値 

「環境の価値」ってなに？ 



環境問題は外部不経済 

資源ᶍ枯渇Ჾ投棄場所ᶍ不足ᶇ劣化ᶊᶧᶩᲾ


経済活動ᶊ悪影響ᵫ及ᶕᶧᵥᶊᶉᶂᶅ来ᵾᲿ


経済における環境の位置づけ 

資源はタダ！ 

廃棄物は捨て放題！ 

環境問題と経済 



環境経済学 

環境問題ᶱ市場経済ᶍ枠組ᶞᶊ内部化ᵸᶪᲿ


↓


環境᳖問題᳗ᶱ貨幣額ᶆ評価ᵶᶉᵰᶫᶏᶉᶨᶉᵣᲿ


環境に値段をつける事態はあるのか。 

その方法は?


環境に値段をつけることの是非。




環境経済学 

「問題は手続である。社会を構成する人びとの意志

が、適切に反映していると、社会が受け入れるよう

な手続きで与えられた評価価値は、たとえそれが貨

幣額で与えられていても、私たちは尊重する必要が

あるのではないだろうか。」 

『環境評価入門』鷲田（1999） 

環境に値段をつけることの是非。


Willingness to Pay (WTP)ᲾWillingness to Accept (WTA)


ᵶᵪᵶᲾ価値判断ᶎ多様ᶆᵡᶪᲿ




環境を評価するとは？ 
その 4 
 

『環境の価値と機能』 

ポケットゼミナール「環境の評価」




『環境の価値と機能』 

　環境の価値は、環境が持つさまざまな機能

と不可分なものであり、機能を人間の価値観

で捉えなおしたものと考えることができる。  



᳖1᳗ 生物多様性保全

᳖2᳗ 地球環境保全

᳖3᳗ 土砂災害防止機能／土壌保全機能

᳖4᳗ 水源涵養機能

᳖5᳗ 快適環境形成機能

᳖6᳗ 保健᳂᷾᷁᷼ᶺ᷹᳐᷉ḅ機能

᳖7᳗ 文化機能

᳖8᳗ 物質生産機能


林野庁HPᲽhttp://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/tamenteki/con_1.htmlᲽ᳖2011/5/4᳗


森林の多面的機能 

機能を分類してみる 



生態系᷇᳐ᷥ᷋

  i)Ჽ供給᷇᳐ᷥ᷋

ᲽᲽᲽ食品ᶣ水ᶇᵣᶂᵾᶡᶍᶍ生産᳂提供


 ii)Ჽ調整᷇᳐ᷥ᷋

ᲽᲽᲽ気候ᶉᶈᶍ制御᳂調節


iii)Ჽ文化᷇᳐ᷥ᷋

ᲽᲽᲽ᷾᷁᷼ᶺ᷹᳐᷉ḅᶉᶈ精神的᳂文化的利益


iv)Ჽ基盤᷇᳐ᷥ᷋

ᲽᲽᲽ栄養循環ᶣ光合成ᶊᶧᶪ酸素ᶍ供給


生態系サービス 

機能と生態系サービスの関係 

Millennium Ecosystem Assessment ᷾ᷯ᳐ᷚᶧᶩ

環境省HPᲽhttp://www.env.go.jp/policy/hakusyo/zu/h19/html/vk0701020100.html#1_2_1_1




構造


機能


人間�

生態系


環境の価値判断 
(環境意識) 

社会、経済、 

文化的背景など


態度・行動


応答


人間圏�

自然環境�

環境変化


撹乱�
土地利用 
廃棄物投棄 
保全活動 
温暖化 etc. 

環境の質 
生態系サービス


᳗Collins et al. 2007ᶶᶦᶌᶏ改変᳘


人間ー自然相互作用環の模式図


②


①


③


④




利用


開発


破壊


無関心


保全


保護

᳃

᳃


環
境
ᶍ
価
値
評
価


環
境
ᶊ
対
ᵸ
ᶪ
人
᳎
ᶍ


ᵴ
ᶝ
ᵵ
ᶝ
ᶉ
態
度
ᶣ
行
動


直接利用価値


間接利用価値


生態系機能

᳃

᳃


環境の価値評価が、環境に対するさまざまな態度や行動を生む


『環境意識調査法　環境シナリオと人びとの選好』（2009）吉岡編、勁草書房




環境の価値の定義 

選
好
に
関
わ
る
価
値 

᷎᷁ᷮ᷾Ḋ価値


遺贈価値


本質的価値


(Intrinsic values)


利用価値


(Instrumental values)


固有価値 
(Intrinsic values) 

機能価値


(Func:onal values)


主体性
 全体性


Held values 
᳗信念᳂価値観᳘


評価価値


(Assigned values)


人間中心主義的


(anthropocentric)


非人間中心主義的


(non‐anthropocentric, 
physiciocentric, 

ecocentric, biocentric)

固有価値ᶓᲾ原自然

᳗wilderness᳘ᶒ価値ᶏᶈᶎᵰᶮᲾ

保全᳗conserva@on᳘ᵯᶭ保存

᳗preserva@on᳘ᶏ転換ᵽᶯ根拠

ᶌᶎᶇᶃᲿ᳗鬼頭1996᳘


機能価値ᶏᶈᵨᶊᶒ個᳎ᶒ知識ᶓᲾ他

ᶒᷖᶻᷮᶒ価値形成ᶏ寄与ᵽᶯᲿᵷᶒ

知識ᶏᶬᶮᲾ機能価値ᶓᲾ内在的価値

ᵦᶯᵨᶓ利用価値ᶜᶌ移行ᵽᶯᵷᶌᵰ

ᵦᶯᲿ
 参考：鬼頭1996、高田1999、鷲田1999、Lockwood 1999 

内在的価値


(Inherent values)

非利用価値


存在価値


吉岡原図 



「環境の価値・機能の認識」 
 

『人びとは環境の価値・機能を把握しているのか？』　　 

ポケットゼミナール「環境の評価」 



! ! "#$%&Land cover/Land use' ()

! ! *+,-. /01

! !
23 4# 5# 67

(89:;<

=)

>?

!

@A BCDEC BCDEC 6F GHIJ KLMN 53/01

OPQC OPQC OPQC 6RSF TUDRU VWXY 67D6Z

BC [\]C ^G_`a DDD bc DDD DDD
defgh

ijklmno ^G_`a DDD ! DDD ! !

6Fpqr "stuvw "xyz 6{|} |} ~{|} ����

�"y� �W�� 5��� [�.�XY ��vw k���m �0��

T�()y� ����� �����# ��D���o ; ¡�� DDD !

y¢�£� ¤¥.���# DDD 6T¤¥. ��SF ! !

¦efgh

¤¥.yz DDD ! DDD DDD ! !

§TSF,¨© ªRSF �ªr« ¬­®¯# °h ! *±²³

¤¥.SF ´[¤¥. µ¶·.¸ 6SF ¹ºD£�»R ! !

"#°h "#°h "#°h 6RSF º¼D»¼ ! !

g

h

½

¾

¿Àf½¾

DDD DDD DDD DDD ! ! !

¹º,£�,ÁÂ ¹º,£�,ÁÂ ¹º,£�,ÁÂ 6£� *+.Ã�ÄÅ ÆÇ !

QT¨© 4QÃ�ÄÅ 5ÈÃ�ÄÅ 6Ã�ÄÅ »¼�£�É ! !

2,@Ã�ÄÅ ÊÀ4Ë¸ 5�Ã�ÌÍ ! ! ! !
ÎÊf½¾

DDD DDD DDD DDD DDD DDD DDD

23TÏÐ 4QTÏÐ 5UTÏÐ 6TÏÐ *+�� Ñ6 TÒÓÔ

jLXY ÕL�Ö( ÕL�Ö( t7TÏÐ ! ~� !

23"x×Ø 4#"x 5U"x 6��� ! ! !

Ù

g

h

½

¾ ´[½¾

DDD DDD DDD DDD DDD DDD DDD

23ÚÛ�ÜÝ 4#Þ� 5#Þ�Dßà t7áâ #ã£� [�äaVå æçDèé

@A�êëgh áâ�¤ 5ìD]C�íh îï<6gh îð�ñò VWäaæó ôõ�óï*¦�¤

öh\÷ øª£� ùú 6�ûü àý.þý ! ½¾�

ÿ!" 5ìD]C�#$ 5ìD]C�#$ %6�&6 '( )Wûü *â�

! ! 6� 6�ûü #+6ûüD,% #-./� ¨©�()#$

! ! ! 01r� ! ! 2�£3�

! ! ! ! ! ! !

>

�

4

>�4
DDD DDD DDD DDD DDD DDD DDD

生態系のさまざまな価値や機能と人間活動


（４）環境意識と環境の価値との関係




関心事調査の概要 
•  調査設計 

–  調査地域：日本全国 
–  調査対象：満20歳～満79歳の男女、1,800人 
–  抽出方法：層化2段無作為抽出法 
–  抽出台帳：住民基本台帳、選挙人名簿 
–  調査方法：個別面接聴取法 
–  質問数　：30（小項目含め合計95） 

•  回収結果 
–  調査実施：2005年10月～11月 
–  有効回収数：886（回収率 49.2%） 

（４）環境意識と環境の価値との関係


総合地球環境学研究所「環境意識プロジェクト」関心事調査より 
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森林・農地・水域への関心の構造解析 

探索型因子分析　（松川ほか2009より改変）


（４）環境意識と環境の価値との関係




間接利用᳂非利用

価値ᶗᶍ関心


森林保全ᶗᶍ
資金協力


環境ᶊ対ᵸᶪ関心ᶍ強ᵴ


環
境
保
全
行
動
ᶗ
ᶍ
意
向



関心－行動の関係におよぼす身近な森の存在 

現在身近ᶊ森ᵫᵡᶪ


現在身近ᶊ森ᵫᶉᵣ


発展2Ჽ᳤関心事調査ᶍ解析結果ᶧᶩ᳥


林・吉岡原図 



価値観
価値判断


環境への関心と身近な環境・環境情報の関係 

知識᳖仮想体験᳗


直接利用価値

 間接利用価値


    ᳂非利用価値


環境ᶗᶍ関心


身近ᶉ環境
 環境情報


ᵲ
ᶈ
ᶡ
ᶍ
ᵲ
ᶬ

現
在

実体験
 55‐79歳


審美的体験 
55‐79歳
 20‐54歳


環  境  意  識


発展2Ჽ᳤関心事調査ᶍ解析結果ᶧᶩ᳥


松川・吉岡原図




「環境倫理思想」 
 

『人間中心主義、非人間中心主義の違いを探る』 

ポケットゼミナール「環境の評価」




　　 環境哲学  　　　   環境倫理学 
Environmental philosophy       　　        Environmental ethics 

᳤環境思想ᶍ概観᳥


哲学 

世界はどのようなものか、そこで人間はどのような位置を占めるのか  

倫理学 

世界に対して人間はどのように関わるべきか 

「自然環境とは何か、自然の中で人
間はどのような位置を占めるのか」 


「人間は自然環境にどのように関わるべきか」 


『環境思想を問う』高田（2003）




人間中心主義　　　　非人間中心主義 
　Anthropocentrism　　　　　　　　　　　Non-anthropocentrism


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Physiocetrism 

発展3Ჽ᳤環境思想ᶍ概観᳥


人間中心主義

　　　　　　　　　　人間の目先の利益    —    狭い人間中心主義

　　　　　　　　　　人間の長期的利益    —    緩和された人間中心主義 


非人間中心主義

　　　　　　　　　　高等動物中心      —    感情能力中心主義

　　　　　　　　　　全ての生物中心      —     生命（生物）主義 
　　　　　　　　　　（生物個体） 　　　　　　　　　　　　　　（biocentrism）

　　　　　　　　　　生態系中心        —    生態系中心主義 
　　　　　　　　　　（無生物含む）          （ecocentrism）


『環境思想を問う』高田（2003）




認識と評価：全体論と二元論 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発展3Ჽ᳤環境思想ᶍ概観᳥


環境倫理思想の構成要素 

①自然環境をどのようなものとして認識するか（自然観）


②その認識に基づいて、自然環境をどう評価しているか（価値観）


③人間がその環境に対してどうあるべきか（倫理観）


吉岡原図




自然観・価値観から見た環境倫理思想の系譜私案 
道徳的一元主義 

道徳的多元主義 

固有価値
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᳂᳂᳂学 
実社会


動物解放論
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吉岡原図




環境を評価する：環境アセスメント 

①環境への負荷の少ない循環を基調とする経済社会システムの実現


②自然と人間との共生の確保


③公平な役割分担の下でのすべての主体の参加の実現


④国際的取組の推進


環境基本計画（1994）に取り上げられている長期的な環境政策の目標 


環境基本法（1993）制定


環境影響評価法（1997）制定　→　1999年施行


「自然科学的環境評価と社会経済的環境評価」 

ポケットゼミナール「環境の評価」




持続可能な開発（発展）�
Sustainable Development


○環境ᶇ経済ᶍ両面ᶱ統合ᵶᵾ意思決定 

○開発行為ᶊ環境配慮ᶱ盛ᶩ込ᶟ


第1回地球᷌ᷚᷟ᷶UNCED᳗1992年6月ḁ᷺᷏᷁ᷞᷤᶻḄ᳘ 
᳗United Na@ons Conference on Environment and Development᳘


環境ᶎᲾ人類生存ᶍ基盤ᶆᵡᶩᲾ器ᶆᵡᶪ


ᷭḂḊᷟḀḊᷟ委員会報告᳗ 1987 ᳘


᳗UNEP環境ᶌ開発ᶏ関ᵽᶯ世界委員会᳘


社会への配慮と環境への配慮 



社会配慮　　　　　　環境配慮 
　利益　　　　　　　環境の損失 

トレードオフの関係 

環境影響評価᳖環境ᶴ᷋ᷳ᷍ḅ᳗ᷚ

Environmental Impact Assessment


調整 

事業評価、意思決定支援の方法 



自然科学的環境評価と社会的影響評価


開発計画


意思決定


自然科学的環境評価 
・土砂流出 
・水質汚染 
・災害リスク 
・野生動物の絶滅リスク 
　　　など


社会的影響評価 
・開発利益 
・費用 
・地域社会への影響 
・住民の環境意識 
　　　など


『環境意識調査法　環境シナリオと人びとの選好』（2009）吉岡編，勁草書房




環境影響評価のフローシート（UNEP2002より改変）

事業提案


スクリーニング


EIAの要不要判断


EIA必要
 EIA不要


スコーピング* 

影響解析


影響緩和策等の検討


評価報告書** 

レビュー


意思決定


認可
不認可


パブリック・インボルブメント 
日本の環境影響評価法では、縦覧される
方法書*について意見を述べる


パブリック・インボルブメント 
日本の環境影響評価法では、縦覧される準
備書**について意見を述べる




マダラフクロウ問題の環境アセスメント
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各国の環境アセスメント制度の概要
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環境影響評価 EIA 

᷋᷁᳐ᷝ᷼ḅ᷂ ᳃ 事業規模ᶊᶧᶪ適用範囲ᶍ決定


᳖環境影響ᶍ小ᵴᵣᶡᶍᶝᶆ対象ᶊᵸᶪᶍᶎ非経済的᳗


᷋᷅᳐ᷦḅ᷂ ᳃ 影響評価検討範囲ᶍ絞ᶩ込ᶞ


᳖何ᶡᵪᶡ評価ᵸᶪᶍᶎ非経済的ᵡᶪᵣᶎ不可能᳗


ᶴ᷋ᷳ᷍ḅᷚ ᳃ 詳細ᶉ評価


目標᳤᳭環境ᶇ経済ᶍ両面ᶱ統合ᵶᵾ意思決定᳥


EIAᶊᶇᶂᶅ重要ᶉ要件ᶎᲾ

(1)代替案ᶍ検討


(2)᷽᷋ᷘ᳐᷁ᷭ᷒᳐間ᶍ᷹᷷᷅ᷱᷝ᷃᳐᷉ḅᲾ᷅ḅ᷽᷹᷇ᷘ᳐᷉ḅ


ᲽᵲᶫᶨᶱᲾ民主的᳂科学的ᶊ実施ᵶᲾ意思決定ᶱ支援ᵸᶪᲿ




公衆（住民）参加 

政策計画ᶍ早ᵣ段階ᶆ公衆ᶍ環境ᶗᶍ意識Ჾ思ᵣᶱ反映ᵴᵺᶪᵲᶇᶊᶧᶩᲾ

環境ᶴ᷋ᷳ᷍ḅᷚᶊᵩᵰᶪ᷋᷅᳐ᷦḅ᷂ᶍᷳᷡ᷼᷼ᶱ利ᵪᵺᶪᵲᶇᵫᶆᵬᶪᲿ

᳖意思決定支援᳗


Public Involvement  (PI)


公衆参加の本質は、人々による

環境の価値評価を環境施策に反映させること 



戦略的環境影響評価：SEA�
(Strategic Environmental Assessment)


政策Ჾ計画Ჾ᷿᷂᳖ᷩ᷻ᷲPPPs᳗ᶊᶧᶂᶅ生ᵷᶪ環境面ᶗᶍ影響
ᶱ評価ᵸᶪ体系的ᶉ᷿ᷩ᷋᷍


᳂意思決定過程ᵼᶍᶡᶍᶆᶎᶉᵮᲾ意思決定ᶱ助ᵰᶪ用具Ჿ


᳂政策᳂計画段階ᶊᵩᵰᶪ意思決定過程ᶍ透明性ᶱ高ᶠᶪᲿ


᳂公衆ᶍ意見᳂見解ᶱ環境政策ᶊ反映ᵸᶪ有用ᶉ᷽ᷖ᳐Ჿ


EIAの問題点の解決策 

ᶃᶄᵻᲾSEAᶒ結果ᶶ受ᵵᶊᲾᶬᶮ詳細ᶎ影響評価ᶶ行ᵪEIAᵰ必要Ჿ




より具体的な複数案  意思決定された事業 

潜在的複数案 

Ჽ(1)Ჽ幅広ᵣ潜在的ᶉ複数案ᶍ検討ᵫ可能


Ჽ(2) EIAᶍ時間ᶇ᷅᷋ᷚᶱ節約ᵸᶪ効果Ჾ᷋᷅᳐ᷦḅ᷂ᶊᷳᷡ᷼᷼ᶱ利ᵪᵺᶪ 
Ჽ(3) ᷽᷋ᷘ᳐᷁ᷭ᷒᳐ᶊ当該ᷩ᷻ḅᶣ᷿᷂ᷩ᷻ᷲᶱ理解ᵶᶣᵸᵮᵸᶪ可能性


SEAの利点


SEA
 EIA


ゴミ対策 

処分場 
分別・リサイクル 
ゴミの減量 etc. 

処分場拡大施策

失敗


処分場


事業EIAのみ 

ᷳᷡ᷼᷼ᶍᵡᶪ

ᶴ᷋ᷳ᷍ḅᷚ


複数案ᶍ比較検討


ゴミ減量を

主とする施策 

分別収集により
減量に成功 

ゴミ対策での仮想的な例 


